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①退院が決まってから始める退院支援
②「退院したくない」と言う患者を「力業」
で退院させる退院支援
③傾聴より指導。一方的に「してあげる」
スタンスの退院支援
④患者本人より家族の移行を優先してします
退院支援
⑤とりあえず受け入れてくれる病院・施設に
つなぐ退院支援
⑦病棟も外来も関係ない！地域連携室だけで
行う退院支援

これからは「入院前か
ら始める退院支援」、
「生活に戻す医療」

が重要



２２０2018年診療報酬改定へむけて「入退院支援」の
議論が始まっている（入院医療分科会6月21日）



退院支援から
入退院支援
へ！



東北大学病院の入退院支援セ
ンター
•東北大学病院（1225床）

• 2015年から一部の診療科で「入退院センター」の運
用を開始
• 入退院センターでは入院が決定した患者に、入院案内や
情報収集、退院阻害要因のスクリーニングを行い、必要
時に病棟の多職種に情報提供がなされる。

• 病棟では入退院センターから情報提供のあった退院阻害
要因の内容を分析し、退院支援に活用する

• 退院阻害要因は、介護力が最も多く、次いで経済状態、
ADL低下、服薬管理、退院先の選択、問題行動、その他で
あった

• 退院阻害要因はこのように入院前から明らかになってい
て、支援可能なものも数多い

• このため入退院センターにおける情報収集によって、早
期からの退院支援を可能になったという



中部徳洲会病院（沖縄）の
入退院サポートセンターの例
•沖縄の中部徳洲会病院（331床）

• 2016年から「入退院サポートセンター」を設置し、
ソーシャルワーカーの配置を行い運用を始めた

• 入退院サポートセンターのソーシャルワーカーは看
護師とともに入院予定患者の問診を行い、退院先の
移行確認、各種制度案内を行い退院支援に関する患
者教育を行う

• 従来はソーシャルワーカーは患者が入院後に退院困
難な患者を抽出し、患者・家族面談を行っていたが、
これを入院前から行うことにより早期介入が図れる
ようになったという。



群馬中央病院の入退院支援セ
ンター
• JCHO群馬中央病院（333床）

• 2016年に入退院支援センターの運用を開始した。

• 体制は看護師5名、クラーク1名の専従として、予定
入院患者に対して入退院に係る薬剤部、医事課、栄
養、MSW,リハビリ、歯科と協同して患者の入退院
に係る説明を行った

• これにより患者からは「医療費のことが心配だった
けど安心した」「詳しく説明してもらってありがた
い」と意見が聞かれた

• また病棟、外来スタッフからは「書類の記入や基礎
情報が入力してあるので助かっている」など院内連
携にも役立っているとのことだ



入院前から始める
退院支援！


